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IPO 実務検定協会会員セミナー  

～上場準備担当者が語る～ 

「我が社の上場準備 株式会社菊池製作所」 

             ＆ 

～今後の新規上場企業数、注目業種は？～ 

「IPO 最新動向と今後の展望」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【プログラム】 

（第一部）  時間 １５：００～１６：００ 

～上場準備担当者が語る～ 

「我が社の上場準備 株式会社菊池製作所」 

講師： 株式会社菊池製作所 専務取締役 加藤正博 氏 

  

（第二部）  時間 １６：１０～１７：１０  

～今後の新規上場企業数、注目業種は？～ 

「IPO 最新動向と今後の展望」 

講師： みずほ証券株式会社 グローバル投資銀行部門  

グローバル資本市場グループ 公開引受部 担当部長 神崎 公伸 氏 

  

【ご案内】 

  一般社団法人 日本 IPO 実務検定協会ではこのたび、弊協会会員の皆様向けに、 

～上場準備担当者が語る～ 

「我が社の上場準備 株式会社菊池製作所」 

              ＆ 

～今後の新規上場企業数、注目業種は？～ 

「IPO 最新動向と今後の展望」 

セミナーを開催いたします。 

第一部では、昨年（2011 年）10 月 28 日にジャスダック上場を果たした株式会社菊池製作所の加藤専務取締

役をお招きし、上場準備担当者としての体験をお話しいただきます。同社は、主力工場を置いていた福島県飯館

村が原発事故により「計画的避難区域」に指定されるという事態の中でも冷静沈着に事業を継続、当初予定より

3 か月遅れで上場を果たしました。東日本大震災以降、上場準備企業においても課題となっている BCP（事業

継続計画）のお手本とも言えるケースであり、その点からも貴重なお話が聞けるのではないかと思います。 

第二部では、最近“底打ち”したとも言われる IPO 市場の最新動向と今後の動向は、上場を目指す企業の皆

様をはじめ、IPO に関わる方にとっては大いに気になるところです。そこで、新規上場数の動向や注目業種な

ど、現在から近未来の IPO 市場のトレンドを、上場予備軍と接する機会の多いみずほ証券株式会社 公開引受部

の担当部長である神崎公伸氏にお話しいただきます。 

 

 なお、なお、会場においでいただけなかった会員の皆様は、後日会員専用ページにて WEB セミナーの形でご

覧いただくことができます。 

 

 



■ 開催日時：２０１２年３月２日（金）１５：００～１７：１０（受付 １４：３０～） 

■ 開催場所：宝印刷㈱５号館（クリスタルエイトビル）２階会議室 

■ 定  員：４０名（定員になり次第締切） 

■ 受 講 料：日本 IPO 実務検定協会会員の方は無料  

■ 申込方法：本案内状の３枚目に必要事項記載の上、FAX してください（FAX 番号：03－3971－3667） 

■ 主  催：一般社団法人日本 IPO 実務検定協会 

 

【講師略歴】 

 加藤正博 氏  

1966 年東海銀行（現三菱東京 UFJ 銀行）入行。越谷支店長、清水支店長、八王子支店長を

経て、中央都市建設取締役、セントラルファイナンス（現セディナ）参事役を務める。2004

年 9 月経営企画部長として菊池製作所入社。2005 年取締役に就任。総務・人事・経理・経営

企画部を担当するとともに、内部管理体制の充実を図り、上場に関する資本政策・申請書類の

作成等、最高責任者を務め、2011 年 10 月 JASDAQ 上場を果たす。 

 

株式会社菊池製作所概要： 

1970 年、カメラの試作部品、金型製作、精密板金加工、量産製品の製造を行うことを目的に

創業。その後、業容の拡大に応じ 1976 年に株式会社菊池製作所を設立。総合試作企業として、

顧客のニーズにこたえるため、樹脂成形、プレス、金属射出成形等の技術を導入。1984 年より

福島県相馬郡飯舘村に工場を開設したのをはじめ、現在では本社（八王子）と福島県に 11 カ

所の工場を持つ。電卓、ゲーム機、腕時計、複合事務機器、デジタルカメラ、携帯電話と時代

とともに移り変わる主力製品に対応。多数のコア技術により多岐に亘る製品の部品を、試作品

製造から金型製作、量産まで対応する「一括一貫」体制が特徴。 

また、自社製品・新技術の研究開発を目的とし、2006 年「ものづくりメカトロ研究所」を開

設。マイクロ流体デバイスの開発やホットチャンバー式アルミダイカスト技術の強化などを行

い、さらなる事業拡大をめざす。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

神崎公伸 氏 

1986 年日興證券（現ＳＭＢＣ日興証券）入社。神戸支店、本店営業部を経て公開引受部（現

公開業務部）。 JR 東海 IPO 時の公開引受部主担当を務めるなど公開引受業務の傍ら、日本証

券業協会「JASDAQ 市場の在り方に関する研究会」、同「公開引受ワーキング」、ナスダックジ

ャパン「IPO ワーキング」、金融審議会第 2 部会「保険相互会社の株式会社化に関する作業部

会」などの委員等を多数歴任。1997 年からの約 8 年間、各証券取引所・金融庁・日本証券業

協会等の新規上場制度全般に関する日興側のカウンターパートナーを務めた。2005 年 7 月日

本駐車場開発（東 1＆JASDAQ：2353）入社。執行役員投資事業本部長としてベンチャー投資

事業、IR 活動及び経営全般について実務経験を積むとともに、上場会社役員の立場から東証及

び JASDAQ との関係をさらに深める。2007 年 7 月みずほ証券入社。（社）日本 IPO 実務検定

協会試験委員。TOKYO AIM 取引所 認定上級責任者（J-QE）。編著書：「初めて公開に携わる

人の株式公開実務ガイド（初版～3 版）」（中央経済社）、「新規上場実務ガイド」（中央経済社）。

共著：「IPO 実務検定試験公式テキスト（2～３版）」（中央経済社） 

 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日本 IPO 実務検定協会会員セミナー 申込書（FAX：03－3971－3667） 

～上場準備担当者が語る～ 

「我が社の上場準備 株式会社菊池製作所」 

        ＆ 

～今後の新規上場企業数、注目業種は？～ 

「IPO最新動向と今後の展望」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

会社名  

所属  

ご氏名  

お電話番号  

E-mail  

このセミナーをお知りに

なったきっかけ 

□ 一般社団法人日本 IPO実務検定協会 

□ 宝印刷株式会社 

□ その他 

【個人情報の取り扱いについて】 本セミナーは日本IPO実務検定協会と共催企業により運営されており、個人情報は、弊

協会と共催企業で管理されます。 弊社、及び共催企業は、ご記入いただいたお客様の個人情報を以下の目的のみ使用い

たします。  1．本セミナー及び今後のセミナー開催に関するご連絡・ご案内にのみ利用いたします。 2．個人情報を

特定できない形式の統計資料として利用いたします。 詳細はホームページをご覧下さい。 

http://www.ipo-kentei.or.jp/privacy.html 

 

会場案内図 

 

 

 


